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毎年大勢の関連企業さんが出席して下さるにも拘らず、時間の関係で会社名とお名前のご紹介しかできませんでし
たので、今回は少しＰＲをしていただこうと、初めての試みでミニ講演会を計画いたしました。大変好評でしたの
で、次回につなげていきたいと考えております。

平成30年度埼印工組新春賀詞交歓会、
大宮サンパレスに於いて開催される

平成30年1月19日（金）、新春賀詞交歓会が開催され、83名の出席を得て、盛大
に開催されました。
　今回は、ミニ講演会として「印刷会社に役立つ情報」をテーマに関連企業のＰ
Ｒを含めた講演会を計画し、4社に発表していただきました。司会は、大谷純一
専務理事が担当し、会場には昨年末テレビドラマで盛り上がった“陸王”饅頭が
各テーブルに配られ、お茶を飲みながらの和やかな講演会となりました。

４社の講演は、4頁～7頁に掲載
１．㈱Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ　
      《ＴＯＫＡが考えるパウダーレスインキのご提案》                上野　靖明 様

２．日本アグフア・ゲバルト㈱
　　《広がるＡＧＦＡユーザーの輪　採用事例と効果をご紹介》    別所　弘崇 様

３．富士ゼロックス㈱
　　《デジタル印刷を経営の武器に高めるご支援メニュー紹介》    芝原　優作 様

４．リコージャパン㈱
　　《クイックルペーパー（ＡＲ）のご紹介 ―ブラックラムズチームの実践事例―》　	     
                                                                                        大津　英明 様
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　休憩を挟んで賀詞交歓会の懇親会となりました。司
会は新道行副理事長にバトンタッチ。開会あいさつは
市川博也副理事長、岩渕均理事長あいさつと続きまし
た。
　　「組合創立60周年を迎えたことを機に記念誌を制
作しました。これは、「埼印工だより」の総集編ともい
える内容で、記事の中からピックアップしてまとめら
れています。普段着の埼印工組です。
　また経営革新計画に、組合として取り組み、承認さ
れました。組合としての取り組みは、大変珍しいこと
だと思います。計画に基づいて、事業活動のレベルアッ
プを目指し、1年間頑張っていこうと思います。」　　

「第二部」賀詞交歓会

牧原秀樹氏

来 賓 ご あ い さ つ

司会は新 副理事長

乾杯
新井顧問 岩渕理事長あいさつ

開会あいさつ 市川副理事長

関連代表あいさつ永井康仁氏

懇親会

中央会 竹内氏

大宮支部3本〆

　　来賓に衆議院議員の牧原秀樹様、中央会の竹内政
美様にもあいさつをいただき、関連企業紹介へと移り
ました。関連企業紹介は、渋木理俊副理事長が担当、関
連企業代表として、㈱永井機械製作所の永井康仁様が
あいさつを述べました。
　会場には、ここ何年か好評を得ている地元のお酒、
今年は大宮のお酒と浦和のお酒、を用意、大吟醸と純
米吟醸を味わっていただきました。
　大宮支部の三本締め、城戸紀夫副理事長が、「埼玉は
教育に力を注いでいます。埼玉から印刷を変えていこ
う」と閉会のあいさつをのべ、散会しました。
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ミニ講演会春新

㈱Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ
《ＴＯＫＡが考える

パウダーレスインキの
ご提案》   

上野　靖明
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ミニ講演会春新

日本アグフア・ゲバルト㈱
《広がるＡＧＦＡユーザーの輪

採用事例と効果をご紹介》   

別所　弘崇

　本日ご紹介したいのは、２月に池袋サンシャインシ
ティで開催されますPage展でのAGFAの出展内容につ
いてです。
Page展では、大きく3つの目玉を用意しております。
①現像レスプレートAzuraによる速乾印刷
②ワークフローRIPのクラウド化
③フレッシュプリントコンソーシアム総会

この３つです。

①���現像レスプレートAzuraによる速乾印刷について
弊社の現像レスCTPプレートAzuraには、水が絞れ
るという特長がございます。こちらの特長を生かし、
年間で2000万円のコスト削減に取り組まれたお客
様の事例や、パウダーレスインキを活用することに
よって、パウダーゼロ印刷を実現されたお客様の事
例がございます。厳しい業界の中で、他の印刷会社
様がどのような現場改革を進められていらっしゃる
のか。それを弊社ブースでご紹介したいと考えてお
ります。
②ワークフローRIPのクラウド化

AGFAでは、遂にワークフローRIPのクラウド化に
成功致しました。弊社のワークフローRIPである
Apogeeは、Adobe社様とゴールドパートナーシッ
プを結んでおります。この協力体制を生かすことで
ようやく実現したのが、ワークフローRIPのクラウ
ド化です。これによってAGFAは印刷会社様に対し、
煩雑でコストのかかるサーバー管理から解放され、
より柔軟な人員配置やシステムの構築をご提案でき
るようになりました。今回のPage展スポンサーズセ

ミナーにて国内１号ユーザー様にご登壇頂き、クラ
ウド型ワークフローRIPであるApogeeCloudがど
のように運用され、メリットを生んでいるのかをご
講演頂く予定です。
③フレッシュプリントコンソーシアム総会

AGFAは、弊社ユーザー様と共に印刷会社様に対し
て新たな営業戦略のご提案を進めております。それ
が、「フレッシュプリント」です。このフレッシュ
プリントは、従来の一括大量印刷から脱却し、情報
更新性を持たせた小口分割印刷をクライアント様に
ご提案することで、廃棄される印刷物をゼロに近づ
け、更に、常に新しい情報をエンドユーザー様にお
届けできるようにするための仕組みです。電子媒体
が普及する今こそ、紙媒体の持つ情報物としての価
値を捉え直し、情報発信の一翼を担う業界としてク
ライアント様へフレッシュプリントのご提案を行う
ことで、より印刷業界を活性化することができると
考え、AGFAもフレッシュプリントに協賛しており
ます。新規顧客の獲得や、既存顧客の囲い込みにも
力を発揮するこの考え方について、クライアント様
からのパネラーをお招きし、存分に語り合う予定で
す。こちらもPage展のスポンサーズセミナーにて
パネルディスカッション形式でセミナーを開催致し
ますので、新たな営業戦略にご興味のある方は是非
ご来場頂ければと思います。

　弊社からのプレゼンテーションは以上です。
Page展にご来場の際には是非AGFAブースにお立ち
寄りください。必ずや皆様のお役に立てる情報を提供
致します。



No.146
埼 印 工 だ よ り

（6）

ミニ講演会春新
富士ゼロックス㈱  《デジタル印刷を経営の武器に高めるご支援メニュー紹介》  
芝原　優作
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ミニ講演会春新

リコージャパン㈱
《クイックルペーパー

（ＡＲ）のご紹介 
―ブラックラムズチームの

実践事例―》  

大津　英明
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「PrintNext2018」・「全国青年印刷人協議会　
第31回全国協議会」に参加

　青年部では研修活動の一環として、２年に一度開
催される印刷業界青年部３団体による合同イベント
「PrintNext2018」に参加しました。今回は２月10
日（土）に、国指定重要文化財である大阪市中央公会
堂において開催され、生憎の雨の中、埼玉からは11名、
全国からは約600名が集まりました。
　今回のテーマは「強い会社になる為に、そして企業
を永く継続する為に」ということで、午前中はパート
ナーズセッション、午後からは「親子で語ろう未来の
印刷」をテーマに作品を募集した「未来の印刷大賞」
の表彰式、続いて、自ら仕事を造り出し、それを発表
する実践型コンテンツ「プリネクカップ 大阪の陣」の
表彰式が行われました。
　「未来の印刷大賞」では、杉山京士郎くん（10歳）
が描いた絵画「生物体内透視スキャンと同材質３Ｄプ
リント装置」が最優秀賞を受賞しました。「プリネク
カップ 大阪の陣」では、北海道から九州までの８ブロッ
クがそれぞれ趣向を凝らした活動報告を行い、報告終
了後直ちにスマートフォンを使った来場者による投票
が行われました。各ブロックの活動テーマは以下のと
おりです。

・北海道ブロック
「LGBT　企業の人材不足に新たな視点を！」 
・東北ブロック

「私たちが創る!これからの印刷、これからの東北」
・関東甲信越ブロック

「社会問題を印刷で解決できないか？新しく仕事を創
るとは」
・東京ブロック

「ビジネスを楽しもう♪製造業がサービス業やったら
こんなんなった！」　
・中部ブロック

「もっとあんこを食卓に！」
・四国ブロック

「地域活性化を目指した高知市中心街便利マップ作成
プロジェクト」
・中国ブロック

「意外に知らない!?歯科医療現場を支える職人」
・九州ブロック

「いいね!UPプロジェクト」
　夕方から行われた懇親会において「プリネクカップ 
大阪の陣」の結果発表が行われ、東京ブロックが最優

会場となった大阪市中央公会堂

青年部活動報告
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秀賞を受賞しました。
「プリネクカップ　大阪の陣」受賞ブロック
■最優秀賞　東京ブロック
■企画賞　東北ブロック
■チームワーク賞　九州ブロック
■達成賞　関東甲信越ブロック
　どのブロックの内容も、業態や企業の枠を超え、業
界の可能性を模索する興味深いものであり、とても参
考になりました。山本素之実行委員長をはじめとする
全国の皆様、大変お世話になりました。

ステージの様子

懇親会での山本実行委員長挨拶 賑やかな懇親会

惠議長による総括

惠議長、お疲れさまでした！

　翌11日（日）には、同じく大阪にて開催された「全
国青年印刷人協議会　第３１回全国協議会」に出席致
しました。初めに九州ブロック・平山印刷の鈴木圭三
氏による、沖縄での地域活性化・異業種交流事業につ
いての講演がありました。交流拠点となる施設を建設

し、官民一体となって地域活性化を牽引しているそう
で、印刷会社でもここまでできるのかと驚きの内容で
した。

　 今 回 は 埼 玉 メ ン
バーである惠勇人議
長 の 締 め く く り と
なる全国協議会であ
り、この２年間の総
括と新年度体制の発
表が行われました。
埼玉県初の議長とし

て、強力なリーダーシップで全国の青年印刷人を引っ
張ってきた惠議長、２年間大変お疲れ様でした。なお、
後任に東京ブロックの青木議長が就任となりました。
これからも宜しくお願い致します。

青木議長
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　平成29年度第2回埼玉県印刷関連資格士会総会が、
11月11日（土）鴻巣市民活動センター会議室で開催さ
れました。
　折しもJR高崎線の運転見合わせにより城戸会長をは
じめ数名の参加者が途中で足止めを余儀なくされる中
での総会でしたが、それでも定刻どおりのスタートと
なりました。はじめに恒例により印刷産業人綱領の斉
唱がたつみ印刷株式会社金縄会員の先導により行われ
ました。
　引き続き新道行副会長が議長に選任され、第1号議
案、第2号議案ともに滞りなく提案どおり承認されま
した。
　その後はやむを得ず欠席となられた岩渕均組合理事
長に代わり、前理事長でもある新井正敏相談役から挨
拶をいただきました。その中で、会員が相互に学び合
い情報交換して、自己の研鑽に努めることが何よりも
大切であり、ひいてはそれが社会貢献にもつながると
期待を述べられました。
　総会終了後の第Ⅱ部のセミナーでは永らく日本印
刷技術協会（JAGAT）で各種研修や調査に携われた
ディーケーエス代表の相馬謙一先生による「なぜ？ど
のようにソリューションビジネスを展開するか！－顧
客が欲しいのは無形の価値だ―」と題しご講演いただ
きました。また5つのグループに分かれ、顧客の現状把
握についてディスカッションしながら記入シートの作
成と発表をしました。
　その後は第Ⅲ部の懇親会へと移り、冒頭で城戸会長
のご挨拶をいただきました。その中で会長ご自身は印
刷関連資格を保有していないが、宅地建物取引主任者
資格を保有しそれが印刷営業に大変役に立ったこと。
また会長の部下の中にはお客様に営業しながら介護士
の資格を取得し以降太いパイプを作った事例も紹介さ

平成29年度第2回印刷関連資格士会総会
開催される

れ、資格取得の重要性を説かれました。また組合とし
ても今後印刷営業講座、クロスメディア・エキスパー
ト講座も予定されており、様々な資格取得支援の計画
があり是非チャレンジして欲しいとの話がありまし
た。その後は新井貴之副会長に乾杯のご発声をいただ
き、終始和やかなうちに進み再会を期し散会となりま
した。

乾杯 新井副会長城戸会長挨拶

司会 鬼形常任幹事

新井相談役挨拶
綱領唱和 金縄会員

講演を熱心に聴く

グループディスカッション

グループ発表横山会員

グループ発表加藤会員 グループ発表鹿嶋会員 グループ発表篠木会員

グループ発表



支部名 氏名 会社名 支部名 氏名 会社名

深谷支部 秋山　　健 たつみ印刷㈱ 行田支部 伊藤　貴規 コスモプリンツ㈱

〃 金子　敬介 たつみ印刷㈱ 浦和支部 相木　明子 関東図書㈱

〃 石田　和輝 たつみ印刷㈱ 〃 鹿嶋　麻依子 関東図書㈱

川口支部 染谷　明宏 五光印刷㈱ 〃 横山　雅昭 関東図書㈱

〃 城戸　俊紀 五光印刷㈱ 〃 岩渕　　均 関東図書㈱
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印刷営業講座、14年ぶりに
埼印工組で開催

　平成29年11月17日（金）～12月2日（土）、印刷営業講座が開催されました。
埼玉県での開催は平成15年以来で、事前希望アンケートをとったものの、受けたい希望があっても日程上仕事の
調整がつかず断念した方もいて、ぎりぎりの人数で何とか開講できてほっと致しました。
　行き違いで資料の一部が届いていないというハプニングのおまけつき、ハラハラドキドキのスタートです。
　1日目は積算、後半の講座はグループワークで、他社の方と真剣に案件を検討、提案準備、プロセス、そして提
案企画、プレゼンと続きました。
　営業経験者の受講なので、営業マンの柔軟性、融通性など
を垣間見ることができました。皆、臆することなく手を挙げ
て発表する姿は、見ていて逞しく頼もしくもありました。
　気になったのが合格率です。以前は90％位だったのが、現
在は30～40％の合格率との厳しい現実に、受講生は大慌て。
最終講座から1週間後が試験という日程を組んだ主催者は、変
更することもできずに、がんばれと祈るだけでした。

開講式

岩渕理事長 城戸教育委員長

講座スタート

修了証を！

修了証を受け取る

発表

真剣その
もの

おめでとうございます。新“印刷営業士”誕生！

　平成29年12月9日に実施された印刷営業認定試験の合格が発表されました。
　知識試験合格者11名、技能試験合格者12名、合格認定者10名が厚生労働大臣認定「印刷営業士」の資格を取得
しました。    合格率は、66.6％でした。
　余談ですが、今回の試験に我が埼印工組の岩渕理事長が挑戦しました。
さすが理事長！合格率アップにも貢献しました。あっぱれ！！

(敬称略）
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　埼印工組では、2回目となる講座を鴻巣のアサヒ
ホールでスタートさせました。
　今回は、第1回平成30年1月13日（土）、第2回1
月27日（土）、第3回2月17日（土）の3日間、いずれ
も9：30～ 17：30の合計21時間の講座となります。
　初日の講座前に開講式を行い、新井顧問からの激励
と城戸教育委員長からのあいさつがありました。また
同時にこの講座が、ポリテクセンターの生産性向上支
援訓練、従業員の生産性向上を図る事業としての取り
組みとなります。
　講師の影山氏は、前回惜しくも試験に合格できな
かった受講者へのアドバイスをふんだんに織り込んだ
内容の講座を実施。3月18日の試験にむけ、受講生は
熱心に聴いていました。

平成29年度 クロスメディア・エキスパート、
認証試験対策講座がスタート

影山講師 JAGAT千葉マネージャー

新井顧問挨拶 城戸委員長挨拶

支部 氏名 企業名

浦和支部 相木　明子 関東図書㈱

　　〃 石川　一輝 関東図書㈱

　　〃 横山　雅昭 関東図書㈱

大宮支部 西本　　勇 望月印刷㈱

　　〃 岩崎　俊雄 望月印刷㈱

　　〃 菊池　勇介 望月印刷㈱

　　〃 古川　由徳 望月印刷㈱

支部 氏名 企業名

熊谷・鴻巣支部 石田　香菜美 ㈱ｱｻﾋｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

　　〃 小林　達也 ㈱ｱｻﾋｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

川口支部 城戸　俊紀 五光印刷㈱

深谷支部 長谷川　智則 たつみ印刷㈱

　　〃 吉田　忠史 たつみ印刷㈱

　　〃 平野　由美子 たつみ印刷㈱

平成28年度 クロスメディア・エキスパート試験
合格者（敬称略）
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「経営革新計画」が県より
承認される
　「経営革新計画」は、中央会の「経営革新計画承認取得支援事業」
として、中央会およびコンサルタント㈱ディセンターの植野氏、
木野氏の力を借り、4回の綿密な会議で、事業の実績・見直し・
新規計画などを話し合い、申請・承認に至った。
　テーマ名は、「顧客企業への新たな付加価値提供による「印刷
業者」のイメージの刷新および組合員企業のレベルアップ事業の
展開」
　経営革新計画期間は、平成29年4月～平成32年3月
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訃 報
　平成29年11月2日　　㈱三興社印刷所（熊谷支部）　社長　大川　竹夫様（84歳）

ご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申し上げますとともに、心からご冥福をお祈りいたします。

　普段はなかなかお会いすることのない埼印工組合員の
事業所のすてきな社員の方をご紹介していただきます。
　第15回目は、株式会社文化新聞社さんです。

Vol.15 株式会社文化新聞社　製版部　関口 雅人さん
　  こんにちは。文化新聞社の関口雅人です。
製版部に配属され、入社三年目となります。パソコンでファシリスと
いうソフトを使って、印刷の面付け・寸法サイズなど図る複雑な作業、
CTPで出力刷版をしています。また、事務での梱包作業を行っていま
す。仕事上では常に同じ失敗を繰り返さないよう心がけていますが、
まだまだ未熟なとこが多く上司や先輩からお世話になる日々です。一
日でも早く会社のために貢献できるようになりたいです。また、社内
で毎朝、職場の教養を使っての朝礼を行い挨拶自習などやっていま
す。はじめは、声をなかなか出すのが苦手で恥ずかしかったのです
が、やっていくうちに楽しくなり、今では積極的に皆より大きく声を
出せるようになりました。これを機に、お客さまの前でも笑顔で接客
できたらと思います。
　休日では、趣味でアイドルの握手会に行き、テレビに出ている憧れ
の人と握手やコミュニケーションをし、同じファンのたくさんの人た
ちと交流を楽しんで日々のエンジョイをしています（笑）。
今後の目標は、技術的スキルアップに励んで、仕事にも率先して取り
組み、お客さまから信頼させるよう精神的向上を目指していきたいで
す。今後もよろしくお願いいたします。

我が社の

ZOOM UP! 社員
すてき

株式会社モリサワ www.morisawa.co. jp

組版編集ソフトウェア

数式編集や表組、索引など
複雑な組版にも幅広く対応

1POINT

自動組版機能で容易に
大量ページ制作が可能

2POINT

Word入稿における作業効率の
向上とミス削減を実現

3POINT

複雑な組版を直感的で簡単な操作で実現。

3C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K
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株式
会社 深谷カーボン
信頼と技術、ガッツなパートナー

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/~youichi/

〒360-0004　埼玉県熊谷市上川上952-5
電 話  048-520-1649　 FAX  048 -520-1410

バックカーボン・ナンバーリング印刷
カッターミシン・伝票丁合・セパレートワックス・減感加工

豊かな新世紀を拓く！
新しい時代の「企業づくり」のアドバイザー

●印刷関連機器・材料販売
●Macintosh・Windows出力・教育・保守サービス
●ITビジネス支援事業
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紙 上 作 品 展
2018

すてきな作品お待ちしています
皆様の自慢の作品を募集しています。ご応募、お問い合せは埼玉県印刷工業組合事務局まで。奮ってご応募ください。

熊谷・鴻巣支部　株式会社 太洋社印刷所

熊谷・鴻巣支部　株式会社 博文社
　椎橋俊夫

目にかかる時やことさら五月富士
峯岸克津子　書

海辺の家並
大島都幾枝　水彩

爆走 

男の背中　


